
ファッションはなぜくるくると変化し続けるのか?

それは、人を退屈から救うためである。生きるか死ぬかというぎ

りぎりの状況を生き延びてしまえば、人は、退屈を耐えがたく感じ

始める。 「人を善悪で区別するなど愚かなことだ。人間は魅力的か、

退屈かのどちらかである」とは19世紀イギリスの作家、オスカー・

ワイルドのことばだが、退屈を感じない、そして感じさせないため

に、人は愚行すれすれのファッションに走ることがある。

たとえば、真珠のように白く輝く、隙なくきれいに並んだ歯列。ザ・

ハリウッドスターであるトム・クルーズが誇示するような、理想的

な菌である。美しいかもしれないが、すぐに退屈に見えてくる。

だから今、ファッショニスタの問でなにが索敵ということになっ

ているかといえば、 「ギャップ・ティース」である。歯と歯の隙間

(ギャップ)が大きめに開いた歯列のこと。 1970年代にも、ローレン・

ハットンの人気が一時ギャップ・ティースを流行させたことがある

が、 2009年あたりから、再び人気に火がついている。先導するのは、

ララ・ストーンや、ジョージア・ジャガーをはじめとする若手モデ

ルたち。ジョージアは、かのミック・ジャガーの娘で、パパゆずり

のぼってりした唇にギャップ・ティースという口元が、胸騒ぎをか

きたてるような個性的な魅力になっている。

小さいころから歯を矯正することが強迫観念のようにとりついて

いる文化のなかで、隙間のある菌が魅力的に見えるのはなぜなのか。

もちろん、完壁な理想美に飽き飽きした目にとって、子どもっぽい

不完全な「弱点」が新鮮に見えるということが最大の理由である。

それに加えて、今は、スキッ歯が「ホンモノ」を感じさせるという

ことがある。フォトショップなどで簡単に理想美をねつ造すること

ができる時代である。だからこそ、修正されてないホンモノ感、 「索」

で「ありのまま」の印象が、好感として人の心に届くのかもしれない。

「素」で「ありのまま」の歯がいい、という感覚が、日本ではさ

らにややこしい流行を生んでいる。つけ八重歯である。西洋では、

吸血鬼を思わせるとかであまり評判のよくない八重歯(英語では、

牙を意味するフアングとも呼ばれる)だが、日本では子どもっほい

「
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っ
と
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歯
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のかかわいいとかで八重歯ブームが加速し、わざわざ人

工八重歯をつけてそれを強調するというトレンドが生ま

れている始末。誇張された「素」である。タレントの「すっ

ぴん」さらしにも同じ空気を感じる。あの「すっぴん」は、

演出された「すっぴん」である。

この「素」のブームにも飽きたら、歯のファッション

はどこへ行くのだろう? 「グリル」が広く普及するかも

しれない。グリルとは、歯につけるアクセサリーのことで

1980年代からヒップホップ系のおしゃれな人たちの間で

すでに定着した感があるが、それ以外の層にも広まるかもしれない。

また、爪にはどこすジェルネイルのように、歯にはどこすジェルティ

ースのようなものが流行し始めてもまったく驚かない。これもまた

単色塗りから始まり、グラデーション、ラインストーン、スカルプ

チャー、アートなど、多様なバリエーションが広がっていくだろう。

歯を人工的に着色するなどありえないって?いや現に、歯を黒

く染めた歴史ならば存在する。日本の「おはぐろ」ばかりではない。

16世紀のイギリスにおいても、歯を黒く染めることが流行したこ

とがある。日本の場合、既婚夫人の目印としての「おはぐろ」であっ

たが、イギリスの場合、黒い歯は富の象徴だった。砂糖を摂取する

ことができた富裕階級の人々の菌が黒ずんでいたのだが、逆に、歯

が黒いことが富裕階級の証となって、人工的に歯を染めるトレンド

が生まれたということらしい。

とにかく、人間は本当の意味での「ありのまま」だけには耐えら

れないのである。現に今だって「白以上の目にする」ためのありと

あらゆる人工的な工夫が日々加速している。これが行きすぎて、「白

を超える白」という色が、気がつけばぜんぜん別の色になっていたっ

て、まったく不思議ではないのである。
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